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conversion が生じること､ (2)2成分系であること､ (3)3He希薄相中の4Heが超流
動状態であること､の点である｡現時点では､流体力学的領域での話にかぎられている｡得ら
れた理論式を用いて算定すると､反射係数の変化は､phraseconversion がない場合に比べて
1%以下の変化しか期待できないので､実験としては相当難しいものと考えられる｡ 冒頭に述
べたように約10mK以下では､相分離が非常に早く完了している｡従って､この温度域では､
反射係数や､透過係数に非常に大きな変化を期待できる｡しかし､この温度域は､バリスティ
ック領域であり､その理論的取扱いは未だなされていない｡
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